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今 月 の 表 紙
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男 ………………………… 3,813人
女 ………………………… 4,411人
計 ………………………… 8,224人
世帯 …………………… 4,772世帯
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（±０）
（＋８）

人 口 と 世 帯 の 動 き
（先月比）
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第 35 回北海道ツーデーマー
チが９月 10、11 日、洞爺湖町、
伊達市、壮瞥町で行われまし
た。
　両日とも天候に恵まれ、参
加者は爽やかな秋晴れの下で
ゴールを目指していました。

青山　陽輝くん                  
　　　   （はるき）

和弘さん・里美さん
７月 30 日生　虻５区
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今野満寿喜さん

お知らせ
防災とうやこ
心からおくやみ申し上げます
わたしのうた
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宝くじ助成金事業
「令和４年度コミュニティ助成事業」で整備しました

社会を明るくする標語17

16 さわやかだより
防ごう！「高齢者虐待」

７ 令和３年度「国民健康保険特別会計」の決算状況
国民健康保険制度
私たちの健康を支える６

マイナポイント
申込み期限延長

総務省は、マイナンバーカードを取得した
人に付与する「マイナポイント」の申込み期
限を来年２月末に延長しました。
　マイナポイントは、買い物などで現金の代
わりに使用でき、最大２万円分のポイントを
受け取ることができます。
　役場本庁舎では、カードの新規取得、ポイ
ント付与について担当の職員が随時案内して
おります。お気軽にお尋ねください。

住民課住民・戸籍年金グループ
( ☎ 74―3002)

新規取得
総務課管財・情報グループ

( ☎ 74―3000)

マイナポイント

４ 北海道トライアスロン 2022 開催‼

緊急通報システムを貸し出します
14 みんなで守ろう　洞爺湖町の景観

21

お知らせ
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pickup news

　毎月、職員が今月の手話を紹介します。
第 48 回目は健康福祉課小野寺登志です。
■問合せ　健康福祉課福祉・高齢者グルー
プ（☎ 74-3001）

手話
ワンポイントワンポイント

第

第 35回第 35回

北海道ツーデー北海道ツーデー
　　マーチ開催　　マーチ開催

歩く

右手の人差し指と中指を伸ばして
下に向け

　
　
35
回
北
海
道
ツ
ー
デ
ー
マ

　
　
ー
チ
が
９
月
10
、
11
日
、

洞
爺
湖
、
伊
達
、
壮
瞥
の
１
市

２
町
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
３
年

ぶ
り
の
開
催
と
な
っ
た
今
回
は

道
内
外
か
ら
延
べ
４
１
８
人
が

参
加
。
洞
爺
湖
の
湖
畔
や
、
入

江
・
高
砂
貝
塚
、
有
珠
善
光
寺

な
ど
様
々
な
名
所
や
文
化
遺
産

を
盛
り
込
ん
だ
計
６
コ
ー
ス
が

設
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

初
日
に
行
わ
れ
た
洞
爺
湖
一

周
コ
ー
ス
の
全
長
は
全
コ
ー
ス

で
最
長
の
40
㌔
㍍
。
長
い
道
に

も
関
わ
ら
ず
、
参
加
者
は
湖
の

美
し
い
眺
め
を
横
目
に
は
つ
ら

つ
と
歩
を
進
め
て
い
ま
し
た
。

　
２
日
目
も
参
加
者
が
各
々
の

コ
ー
ス
に
繰
り
出
し
、
記
念
撮

影
や
ス
タ
ッ
フ
が
振
る
舞
う
ホ

タ
テ
汁
な
ど
を
楽
し
み
な
が
ら

進
み
ま
し
た
。
ゴ
ー
ル
す
る
と

互
い
に
完
歩
を
労
い
、「
ま
た

来
年
会
い
ま
し
ょ
う
」
と
再
会

を
約
束
し
て
い
ま
し
た
。

１．笑顔で進む参
加者　２．羊蹄山
をバックに記念
撮影　３．秋晴れ
の下、西山火口の
木道を前進　４．
有珠善光寺の境
内を歩く参加者　
５．10 ㌔ コ ー ス
を完歩した親子　
６．スタッフ手作
りの豚汁で休憩

３ ２ １

４５６

人が歩いているように
指を交互に動かします
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北海道トライアスロン
２０２２
  開催‼

　
　
年
ぶ
り
と
な
る
北
海
道
ト

　
　
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
２
０
２
２

が
８
月
28
日
、
洞
爺
湖
や
羊
蹄

山
麓
周
辺
を
舞
台
に
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

ス
イ
ム
、
バ
イ
ク
、
ラ
ン

の
３
種
目
で
構
成
さ
れ
る

コ
ー
ス
に
全
国
か
ら
集
ま
っ
た

約
２
２
０
人
が
出
場
。
全
長

１
６
３
㌔
㍍
に
お
よ
ぶ
過
酷
な

レ
ー
ス
に
挑
み
ま
し
た
。

３
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１・勢いよく洞爺湖に
飛び込む選手　２・ス
イムの折り返し地点に
上陸　３・スタートを
切 る 選 手　 ４・ 急 傾
斜で体力を奪う不動坂　
５・レース後半でも笑
顔の外国人選手　６・
視覚障害がありながら
も２人３脚でレースに
挑むパラリンピック選
手の円尾敦子さん（左）　
７・ 羊 蹄 山 麓 を 駆 け
抜 け る 選 手　 ８・ 親
子ゴールで満面の笑顔　
９・ゴールを喜ぶ外国
人選手

12

3

４5

67

89



私たちの健康を支える

国民健康保険制度

区　　　　　分 平成 30 年度
（2018 年度）

令和元年度
（2019 年度）

令和２年度 
（2020 年度）

Ｒ２　全道平均
（2020 年度）

Ｒ２　 胆振平均
（2020 年度）

入　
院

1 人 当 た り 医 療 費 242,370 円 231,139 円 221,784 円 164,740 円 165,208 円

受 診 率 39.093％ 37.028％ 34.947％ 27.399％ 28.632％

1 件 当 た り 日 数 16.06 日 17.80 日 18.85 日 16.06 日 17.26 日

1 日 当 た り 医 療 費 38,602 円 35,073 円 33,662 円 37,437 円 33,437 円

入
院
外

1 人 当 た り 医 療 費 136,295 円 129,801 円 132,207 円 123,543 円 113,000 円

受 診 率 827.340％ 828.917％ 753.873％ 757.082％ 725.225％

1 件 当 た り 日 数 1.33 日 1.34 日 1.32 日 1.40 日 1.34 日

1 日 当 た り 医 療 費 12,416 円 11,693 円 13,319 円 11,620 円 11,595 円

合　
計

1 人 当 た り 医 療 費 397,864 円 380,241 円 376,127 円 314,278 円 300,936 円

受 診 率 1,015.505％ 1,015.032％ 942.121％ 945.827％ 899.030％

1 件 当 た り 日 数 1.99 日 2.03 日 2.06 日 1.92 日 1.95 日

1 日 当 た り 医 療 費 19,680 円 18,463 円 19,345 円 17,268 円 17,162 円

■問合せ　■問合せ　住民課国保医療グループ（☎ 74住民課国保医療グループ（☎ 74 ーー 30023002））
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　町の医療費は、令和２年度（2020 年度）合計では、受診率を除くすべての各指標で、全道・胆振平均を上回っています。
特に 1 人当たり医療費は、全道・胆振平均と比べても大きく差があります。

私　　　たちは、日ごろ健康でも、いつ、どんなときに病気やケガをするか分かりません。そんなときに備えて、加入者
　　　の皆さんが普段から納めている保険税を医療費に充てる助け合いの制度が「国民健康保険制度」です。
　平成 30 年度から北海道も運営に加わり、洞爺湖町とともに地域の健康生活を支えています。
　洞爺湖町国民健康保険の令和２年度（2020 年度）の医療費は９億 5,025 万円です。

医療費の状況

区　　　　　分 令和２年度
（2020 年度）

R2　全道
（2020 年度）

R2　胆振
（2020 年度）

入　
院

1 人 当 た り 医 療 費 221,784 円 13 位 1 位

受 診 率 34.947％ 23 位 2 位

1 件 当 た り 日 数 18.85 日 10 位 2 位

1 日 当 た り 医 療 費 33,662 円 129 位 5 位

入
院
外

1 人 当 た り 医 療 費 132,207 円 35 位 1 位

受 診 率 753.873％ 63 位 1 位

1 件 当 た り 日 数 1.32 日 100 位 3 位

1 日 当 た り 医 療 費 13,319 円 25 位 1 位

合　
計

1 人 当 た り 医 療 費 376,127 円 16 位 1 位

受 診 率 942.121％ 56 位 1 位

1 件 当 た り 日 数 2.06 日 24 位 2 位

1 日 当 た り 医 療 費 19,345 円 26 位 1 位

●要素別順位表

●医療費の状況

●人口構造の高齢化
　年齢構成に占める高齢者の増加に伴い、
医療機関を受診する機会が増え、医療費が
増えています。
●生活習慣病など慢性疾患者の増加
　生活環境の変化、食生活の向上、運動
不足などにより、高血圧などの慢性疾患で
受診する人が増えています。
●医学・医療の進歩
　医学・医療技術の進歩に伴い、高度な
医療技術を受ける機会が増え、その結果、
１件当たりの医療費が高くなっています。
●お医者さんへのかかり方
　同じ病気でも医療機関をいくつも受診
したりすると、その分医療費が増える場合
があります。

なぜ医療費が高いの？

　町では、特定健康診査や各種がん検診の受診をおすすめしています。がん、くも膜下出血、虚血性心疾患などの血管
障害の早期発見や予防をするため、年に一度は町が実施する特定健康診査やがん健診を受診しましょう。
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令和３年度「国民健康保険特別会計」の決算状況
　令和３年度の洞爺湖町国民健康保険特別会計 ( 以下「国保会計」) は、国保税の収入が見込みを上回ったこと、
医療費の支出が見込みより少なかったことなどにより、単年度収支（歳入歳出差引額）は約 157 万円の黒字とな
りました。しかし、洞爺湖町国保は多額の赤字を抱えていて、一般会計から多額の繰入れ（補てん）を受けて運営
しています。

●１人当たりの医療費・国保税
１人当たりの医療費　
➡ 360,942 円
　（前年度より 15,185 円・4.0％の減少）
１人当たりの国保税　
➡ 87,901 円
　（前年度より 42 円・0.05％の増加）

●国民健康保険の加入状況
　令和３年度の被保険者数は年間平均で 2,172 人となり、前年
度より 100 人、4.4％減少しました。新規の加入より社会保険へ
の加入や 75 歳到達による国保から後期高齢者医療制度に移行し
たことなどが原因です。
　なお、町の総人口に占める国保の加入割合は、本年度末現在で
26.1％と、ほぼ 3.7 人に１人が国保に加入している状況です。

※その他一般会計繰入金以外は、基準が定められている繰入金です。

区　分 繰入金
総　額 保険基盤

安定繰入金
職員給与費
等 繰 入 金

出産育児
繰 入 金

財 政 安 定 化
支援事業繰入金

その他一般
会計繰入金

令和２年度 17,600 5,931 3,389 280 1,826 6,174
令和 3 年度 16,700 5,706 2,801 252 1,904 6,037

一般会計繰入金の状況（前年との比較） （単位：万円）

区　分 繰入金 歳出総額 歳出総額に
占める割合

令和 2 年度 6,174 135,022 4.57
令和 3 年度 6,037 123,960 4.87

年度別基準外繰入金の状況 （単位：万円、％）

◆限度額適用認定証などの性別記載欄が無くなります

１．性別記載欄が削除となる証
　①限度額適用認定証
　②限度額適用・標準負担額減額認定証
　③特定疾病療養受療証

２．適用開始 ( 令和４年９月発行分より )
　・現行の証についても従来どおり令和５年７月の更新まで使用できます
　・１の①および②の証については、今年度中は旧様式を使用しますが
　　性別の特定を行わない運用とします

　国民健康保険法施行規則が改正されたことにより、医療機関などの窓口で被保険者証に添えて提出する証などについ
て、性別記載欄を削除することになりました（性別に由来する疾患や診療行為があるため、被保険者証の性別欄の削除
は行われません）

その他

道支出金

国保税

歳入
12 4117億 万

②道支出金②道支出金
8 億 9935 万円8 億 9935 万円
72.5％72.5％

③その他③その他
1 億 6898 万円1 億 6898 万円
13.6％13.6％

①国保税①国保税
1 億 7284 万円1 億 7284 万円
13.9％13.9％

①納めていただいた国保税
②道からの交付金
③一般会計繰入金など

その他

道支出金

保険給付費

歳出
12 3960億 万

⑤国保事業費納付金⑤国保事業費納付金
3 億 1657 万円3 億 1657 万円
25.6％25.6％

⑥その他⑥その他
4256 万円4256 万円
3.4％3.4％

④保険給付費④保険給付費
8 億 8047 万円8 億 8047 万円
71.0％71.0％

④洞爺湖町国保が医療機関などに支払う医療費
⑤道が国民健康保険事業に要する費用に充てる納付金
⑥保健事業費、事務費など

令和３年度洞爺湖町国保会計決算について



　
　
爺
湖
芸
術
館
で
夏
特
別
展
関
連

　
　
事
業
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
「
徳
丸
滋

特
別
展
を
語
る
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
８
月
28
日
ま
で
同
館
で
行
わ
れ

て
い
た
特
別
展
に
作
品
を
出
展
し
た

作
家
徳
丸
滋
氏
に
よ
り
、
作
品
解
説

や
作
品
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
、
制
作
全
体

を
通
し
て
伝
え
た
い
こ
と
な
ど
が
語

ら
れ
ま
し
た
。

　
学
芸
員
か
ら
は
特
別
展
開
催
に
至

る
ま
で
の
経
緯
や
、
展
示
の
構
成
・

メ
ッ
セ
ー
ジ
、
準
備
の
裏
話
な
ど
も

あ
り
、
参
加
者
は
と
て
も
興
味
深
く

耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

洞

日本道路建設業協会北海道支部
道の駅あぷたに小型発電機寄贈

　
　
本
道
路
建
設
業
協
会
北
海
道
支

　
　
部
（
三
澤
朗
支
部
長
）
が
道
の

駅
あ
ぷ
た
に
小
型
発
電
機
を
寄
贈
し

ま
し
た
。

　
当
日
は
、
同
支
部
の
井
出
将
哉
幹

事
長
と
室
蘭
開
発
建
設
部
有
珠
道
路

事
務
所
の
高
山
雅
彦
所
長
が
下
道
町

長
を
訪
問
、
井
出
幹
事
長
が
「
災
害

時
な
ど
に
小
型
発
電
機
を
有
効
に
活

用
し
て
く
だ
さ
い
」
と
贈
呈
書
を
手

渡
し
ま
し
た
。
受
け
取
っ
た
下
道
町

長
は
「
道
の
駅
あ
ぷ
た
を
地
域
の
防

災
拠
点
と
し
て
、
発
電
機
を
利
用
し

た
い
で
す
」と
感
謝
を
述
べ
ま
し
た
。

芸術館夏特別展関連事業トークショー
「徳丸滋　特別展を語る」開催

下道町長（左）に贈呈書を手渡す井出幹事長（右）下道町長（左）に贈呈書を手渡す井出幹事長（右）

徳丸さん（中央奥）のトークに耳を傾ける参加者徳丸さん（中央奥）のトークに耳を傾ける参加者
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のわだい
まち

地域の安全と繁栄を祈願�
虻田神社神輿渡御

　
　

田
神
社
例
大
祭
が
16
～
18
日
の

　
　
３
日
間
、執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

本
祭
を
迎
え
た
17
日
に
は
、
神
輿
渡

御
が
行
わ
れ
、
２
基
の
神
輿
が
町
内

を
回
り
ま
し
た
。

　
役
場
駐
車
場
な
ど
で
行
わ
れ
た
駐

輦
（
ち
ゅ
う
れ
ん
）
祭
に
は
多
く
の

町
民
ら
が
参
列
し
、
地
域
の
安
全
や

コ
ロ
ナ
禍
の
収
束
を
祈
り
ま
し
た
。

　
神
輿
を
船
に
乗
せ
る
海
上
渡
御
で

豊
漁
を
祈
願
。
虻
田
神
社
に
戻
る

と
、
神
輿
の
担
ぎ
手
た
ち
は
掛
け
声

を
上
げ
な
が
ら
石
段
を
駆
け
上
っ
て

い
ま
し
た
。

8

虻

　
　
海
道
コ
ン
サ
ド
ー
レ
札
幌
が
、

　
　
町
内
の
保
育
所
、
幼
稚
園
の
園

児
を
対
象
と
し
た
サ
ッ
カ
ー
教
室
を

ポ
ロ
モ
イ
ス
タ
ジ
ア
ム
で
開
催
し
ま

し
た
。

　
コ
ン
サ
ド
ー
レ
北
海
道
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
の
ス
タ
ッ
フ
が
講
師
を
務

め
、
ボ
ー
ル
遊
び
を
交
え
て
キ
ッ
ク

の
仕
方
な
ど
を
教
え
ま
し
た
。

　
実
戦
形
式
の
ミ
ニ
ゲ
ー
ム
も
行
わ

れ
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
得
点
を

狙
っ
て
懸
命
に
ボ
ー
ル
を
追
い
か

け
、
シ
ュ
ー
ト
を
決
め
る
と
う
れ
し

そ
う
に
笑
顔
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

子どもたちにサッカーの楽しさを
北海道コンサドーレ札幌サッカー教室開催

楽しそうにボールを追いかける子どもたち楽しそうにボールを追いかける子どもたち

北
22
8

　

役場駐車場で執り行われた役場駐車場で執り行われた駐駐
　ちゅうれん　ちゅうれん

輦輦祭祭

日

8
13

23
8

16～18



　
　
月
28
日
、
29
日
に
稚
内
市
総
合

　
　
体
育
館
で
開
催
さ
れ
た
第
50
回

北
海
道
中
学
校
柔
道
大
会
で
洞
爺
中

学
校
の
生
徒
が
優
秀
な
成
績
を
収
め

教
育
委
員
会
に
報
告
し
ま
し
た
。

　
女
子
57
㎏
級
で
は
、
村
上
陽
菜
乃

さ
ん
（
３
年
）
が
３
位
入
賞
、
48

㎏
級
で
は
佐
藤
う
ら
ら
さ
ん
（
２

年
）
が
ベ
ス
ト
８
、
男
子
は
団
体
戦

に
出
場
し
２
回
戦
ま
で
駒
を
進
め
る

な
ど
、
輝
か
し
い
結
果
を
残
し
ま
し

た
。
村
上
さ
ん
は
「
と
て
も
緊
張
し

ま
し
た
が
、
自
分
の
柔
道
が
で
き
て

良
か
っ
た
で
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

７

洞爺中学校生徒が大健闘
第 50回北海道中学校柔道大会結果報告26

8

結果報告を行った村上さん（左）と中川柊さん（右）結果報告を行った村上さん（左）と中川柊さん（右）

洞

令
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町内で行われたイベントや活動を紹介します

　
　
ラ
ア
ス
リ
ー
ト
の
円
尾
敦
子
さ

　
　
ん
が
虻
田
小
学
校
で
講
演
し
ま

し
た
。
円
尾
さ
ん
は
視
覚
障
害
で
左

目
を
失
明
。
右
目
も
ほ
と
ん
ど
見
え

な
い
中
、
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
、
東

京
で
行
わ
れ
た
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
で
活
躍
し
ま
し

た
。
児
童
に
は
「
夢
を
叶
え
る
に
は

チ
ー
ム
を
つ
く
っ
て
」と
呼
び
掛
け
、

仲
間
の
大
切
さ
を
説
き
ま
し
た
。

　
児
童
は
、
目
隠
し
を
し
た
ま
ま
走

る
「
ブ
ラ
イ
ン
ド
マ
ラ
ソ
ン
」
を
体

験
し
、
ガ
イ
ド
役
の
同
級
生
と
声
を

掛
け
合
っ
て
走
っ
て
い
ま
し
た
。

パラアスリート　円尾敦子さん
虻田小学校で講演会

パ
29
8

円尾さん ( 左から２人目 ) に指導を受ける子どもたち円尾さん ( 左から２人目 ) に指導を受ける子どもたち

新鮮野菜がずらりと並ぶ�
ＡＣとうやが野菜直売会

　
　

爺
湖
町
な
ど
の
若
手
農
業
者
で

　
　
つ
く
る
「
A
C
と
う
や
」（
西

岡
寛
憲
会
長
）
の
野
菜
直
売
会
が
入

江
・
高
砂
貝
塚
館
駐
車
場
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
当
日
は
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
や
ジ
ャ

ガ
イ
モ
、
大
根
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
鮮
度
抜
群
の
野
菜
が

並
び
、
地
元
の
野
菜
を
求
め
て
多
く

の
町
民
が
訪
れ
ま
し
た
。

　
直
売
会
は
、
地
域
の
人
た
ち
に
地

元
の
野
菜
の
P
R
を
兼
ね
て
行
わ

れ
、
農
業
者
は
魅
力
を
知
っ
て
も
ら

い
た
い
と
願
っ
て
い
ま
し
た
。　

28
8

新鮮な野菜が並んだ直売会新鮮な野菜が並んだ直売会

農業士の資質向上を目指して
東北・北海道地域農業士研究会

　
　
和
４
年
度
東
北
・
北
海
道
地
域

　
　
農
業
士
研
究
会
が
洞
爺
湖
万
世

閣
ホ
テ
ル
レ
イ
ク
サ
イ
ド
テ
ラ
ス
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
東
北
・
北
海
道
地
域
の
農
業
士
が

一
堂
に
会
し
、
地
域
農
業
の
振
興
と

担
い
手
育
成
活
動
の
あ
り
方
な
ど
を

情
報
交
換
、
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
資

質
の
向
上
を
図
り
ま
し
た
。
当
日
は

農
業
士
・
指
導
農
業
士
1
6
9
人

が
参
加
し
、
当
町
の
（
有
）
ピ
ュ
ア

フ
ー
ズ
と
う
や
代
表
取
締
役
社
長
佐

伯
昌
彦
氏
が
基
調
講
演
を
行
い
ま
し

た
。

基調講演を行う佐伯さん基調講演を行う佐伯さん

28・29
8
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暮
ら
し お知らせ

information

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
制
度

国
民
年
金
か
ら

情
報
商
材
に
ま
つ
わ
る

ト
ラ
ブ
ル
増
加

　

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
は
、

公
的
年
金
な
ど
の
収
入
や
そ
の
他

の
所
得
額
が
一
定
基
準
額
以
下
の

年
金
受
給
者
生
活
を
支
援
す
る
た

め
、
年
金
に
上
乗
せ
し
て
支
給
さ

れ
る
も
の
で
す
。
受
け
取
り
に
は

請
求
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。

【
対
象
と
な
る
人
】

①
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
し
て
い

る
人
で
次
の
要
件
を
全
て
満
た
し

て
い
る
人

　
・
65
歳
以
上
で
あ
る
・
世
帯
員

全
員
の
町
民
税
が
非
課
税
と
な
っ

て
い
る
・
年
金
収
入
額
と
そ
の
他

所
得
額
の
合
計
が
約
88
万
１
千
円

以
下
で
あ
る

②
障
害
基
礎
年
金
・
遺
族
基
礎
年

金
を
受
給
し
て
い
る
人
で
、
前
年

の
所
得
額
が
約
４
７
２
万
１
千
円

以
下
で
あ
る
人

【
請
求
手
続
き
】

①
新
た
に
年
金
生
活
者
支
援
給
付

金
を
受
け
取
り
で
き
る
人　
　

　
対
象
者
に
は
、
日
本
年
金
機
構

か
ら「
請
求
可
能
な
旨
の
お
知
ら

せ
」
を
送
付
し
ま
す
。
同
封
の
ハ

ガ
キ
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

②
年
金
を
受
給
し
は
じ
め
る
人

　
年
金
請
求
手
続
き
と
併
せ
て
請

求
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ　

室
蘭
年
金
事
務
所

（
お
客
様
相
談
室
☎
0
1
4
3

－
50

－

1
0
0
4
）
／
住
民
課
住

民
・
戸
籍
年
金
グ
ル
ー
プ（
☎
74

－

3
0
0
2
）

　
高
額
収
入
を
う
た
っ
た
情
報
商

材
に
関
す
る
相
談
が
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
に
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
情
報
商
材
は
、
副
業
や
投
資
で

高
額
収
入
を
得
る
た
め
の
ノ
ウ
ハ

ウ
な
ど
と
称
し
、
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ

ル
な
ど
で
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

購
入
す
る
ま
で
内
容
が
分
か
ら
ず
、

購
入
後
も
高
額
な
有
料
プ
ラ
ン
の

契
約
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
が
確
認
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
被
害
防
止
の
た
め
広
告
や
購
入

時
の
画
面
を
、印
刷
物
や
ス
ク
リ
ー

ン
シ
ョ
ッ
ト
な
ど
で
保
管
し
、
消

費
生
活
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
相
談
し

ま
し
ょ
う
。
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

払
い
の
場
合
は
直
ち
に
カ
ー
ド
会

社
に
も
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
に
よ
り
、

違
約
金
な
ど
を
支
払
わ
ず
に
契
約

解
除
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
出
典
:
独
立
行
政
法
人
国
民
生

活
セ
ン
タ
ー

全
国
地
域
安
全
運
動
の
実
施

伊
達
警
察
署
か
ら

■
全
国
地
域
安
全
運
動
期
間

10
月
11
日（
火
）
～
20
日（
木
）

■
運
動
重
点︵
全
国
統
一
︶

・
特
殊
詐
欺
の
被
害
防
止

■
問
合
せ　

産
業
振
興
課
水

産
・
商
工
グ
ル
ー
プ（
☎
74
︱

３
０
０
５
）

・
子
ど
も
と
女
性
の
犯
罪
被
害
防

止●
特
殊
詐
欺
の
被
害
防
止

・「
オ
レ
だ
け
ど
急
に
お
金
が
必

要
に
な
っ
た
」、「
還
付
金
が
あ

る
か
ら
Ａ
Ｔ
Ｍ
に
行
っ
て
ほ
し

い
」、「
名
義
貸
し
は
違
法
、
逮
捕

さ
れ
る
」
な
ど
突
然
お
金
を
要
求

す
る
電
話
が
か
か
っ
て
き
た
ら
一

度
電
話
を
切
り
、
周
り
の
人
に
相

談
す
る
か
、
警
察
相
談
電
話「
♯

９
１
１
０
」
に
連
絡
し
て
く
だ
さ

い
。

●
子
ど
も
と
女
性
の
犯
罪
被
害
防

止・
地
域
の
見
守
り
の
目
を
増
や
す

こ
と
は
、
犯
罪
の
未
然
防
止
や
防

犯
力
の
向
上
に
つ
な
が
る
こ
と
が

期
待
で
き
ま
す
。

　
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
買
い
物
、
犬

の
散
歩
な
ど
の
日
常
生
活
の
中
で

で
き
る「
な
が
ら
見
守
り
」
に
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ　
伊
達
警
察
署（
☎
22

－

0
1
1
0
）

不
正
軽
油
は
犯
罪
で
す

　
北
海
道
で
は
、不
正
軽
油
を「
作

ら
な
い
」「
売
ら
な
い
」「
買
わ
な

を掲載しませんか広告に
　町では、広報とうやこに民間の企業や自営業の人
の広告を掲載することで地域経済の活性化を図るた
め、広告を募集しています。
　締切は発行月の前月５日までです。掲載料や手続
きは、問い合わせください。
■問合せ　企画防災課企画広報グループ（☎ 74-3004）

ととううややここ
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お知らせ

行
　
政

令
和
４
年
度

洞
爺
湖
町
表
彰
式

　

洞
爺
湖
町
の
発
展
に
功
績
の

あ
っ
た
人
や
、
各
分
野
で
貢
献
し

た
人
に
対
し
て
表
彰
状
の
授
与
を

行
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
を
講
じ
て
表
彰
式

ど
に
よ
る
消
費
者
被
害
を
未
然
に

防
ぐ
た
め
啓
発
用
パ
ネ
ル
の
展
示

を
行
い
ま
す
。

■
日　
時　

11
月
９
日（
水
） 

～
16
日（
水
）
※
最
終
日
の
み
正

午
ま
で

公共工事の契約状況

工事名 請負業者 契約金額 工　期 工事場所 工事概要

洞爺湖中島・湖
の森博物館園地
整備工事

㈱小松組 39,160,000円 8月 24 日～
12月 15日 温泉地区

・張芝 1,570㎡、
・インターロッキング舗装　
　271㎡
・路盤工 903㎡
・平板舗装 318㎡
・コンクリートブロック階段 
  １か所

洞爺湖温泉２丁
目通り線ほか街
路灯改修工事

阿部電気
工事㈱ 14,630,000円 8月 30日～

3月 10日 温泉地区
・照明柱５基
・照明器具交換 49台
・照明器具撤去 49台

月浦１号線ほか
街路灯改修工事

共和電設
㈱ 20,460,000円 8月 30日～

3月 10日 温泉地区
・照明柱 12基
・照明器具交換 64台
・照明器具撤去 65台

　町では、契約金額が１千万円以上の公共工事の契約状況について、次のとおり公表しています。
■問合せ　総務課管財・情報グループ（☎ 74-3000）

■
場　
所　
洞
爺
湖
町
役
場
本
庁

舎
町
民
ロ
ビ
ー
、
洞
爺
総
合
支
所

ロ
ビ
ー（
本
庁
舎
は
14
点
、
総
合

支
所
は
12
点
を
展
示
）

■
問
合
せ　

産
業
振
興
課
水
産・

商
工
グ
ル
ー
プ（
☎
74－

３
０
０
５
）

い
」「
使
わ
な
い
」
を
合
言
葉
に
、

関
係
団
体
と
と
も
に
不
正
軽
油
撲

滅
に
向
け
た
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
不
正
軽
油
に
関
す
る
情
報
が
あ

れ
ば「
不
正
軽
油
1
1
0
番
」（
フ

消
費
者
啓
発
パ
ネ
ル
展
開
催

　
悪
質
商
法
、
振
り
込
め
詐
欺
な

リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
☎
0
8
0
0－

8
0
0
2－

1
1
0
）
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ　

胆
振
総
合
振
興

局
課
税
課
事
業
税
間
税
係（
☎

0
1
4
3－

24－

9
5
8
2
）

を
開
催
し
ま
す
。

■
日　
時　
11
月
３
日（
木
・
祝
）

10
時
～

■
場　
所　
洞
爺
湖
町
役
場
防
災

研
修
ホ
ー
ル

■
問
合
せ　
総
務
課
庶
務
・
職
員

グ
ル
ー
プ（
☎
74

－

3
0
0
0
）

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

登
録
開
始

　

イ
ン
ボ
イ
ス（
適
格
請
求
書
）

制
度
と
は
、
消
費
税
の
仕
入
税
額

控
除
の
方
式
で
、
令
和
５
年
10
月

１
日
か
ら
運
用
が
始
ま
り
ま
す
。

　
イ
ン
ボ
イ
ス
を
交
付
す
る
売
り

手
は
、
登
録
申
請
手
続
を
行
っ
て

登
録
番
号
を
取
得
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
売
り
手
が
交
付
す
る
イ

ン
ボ
イ
ス
が
な
け
れ
ば
、
買
い
手

は
仕
入
税
額
控
除
を
受
け
ら
れ
ま

せ
ん
。

　
令
和
５
年
10
月
１
日
か
ら
登
録

を
受
け
る
に
は
、
同
年
３
月
31
日

ま
で
に
登
録
申
請
書
の
提
出
が
必

要
で
す
。

　
制
度
の
説
明
会
な
ど
の
詳
細
は

札
幌
国
税
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な

ど
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ　

室
蘭
税
務
署（
☎

０
１
４
３－

22－

４
１
５
１
）

建
設
業
退
職
金
共
済
制
度

加
入
促
進
強
化
月
間

　

勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構
は
、

建
設
業
退
職
金
共
済
制
度
の
普
及

の
た
め
、
毎
年
10
月
を
建
設
業
退

職
金
共
済
制
度
加
入
促
進
強
化
月

間
と
し
て
定
め
て
い
ま
す
。

　
制
度
の
詳
細
な
ど
に
つ
い
て
は

勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構
の
ホ
ー

ム
ぺ
ー
ジ
な
ど
で
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

■
問
合
せ　

勤
労
者
退
職
金
共

済
機
構
建
設
業
退
職
金
共
済
事

業
本
部（
☎
03－

６
９
０
７－

１
２
３
４
）

北
海
道
最
低
賃
金
が
改
定

　
北
海
道
最
低
賃
金
が
、
10
月
２

日
か
ら
９
２
０
円
に
改
定
さ
れ
ま

し
た
。
道
内
の
事
業
場
で
働
く
会

社
員
、
パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ
ト
、

学
生
な
ど
全
て
の
人
と
そ
の
使
用

者
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

　
最
低
賃
金
額
以
上
の
賃
金
を
支

払
わ
な
い
場
合
は
、
最
低
賃
金
法

違
反
と
し
て
処
罰
さ
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

■
問
合
せ　
北
海
道
労
働
局
労
働

基
準
部
賃
金
室
最
低
賃
金
係（
☎

０
１
１－

７
０
９－

２
３
１
１
）
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こととううやや No.19 津波災害への備え津波災害への備え
平成 23年に発生した東日本大震災を受けて、津波から国

民の生命を守ることを目的に「津波対策の推進に関する法律」
が制定され、毎年 11月５日は「津波防災の日」とされました。
　11月５日は、嘉永７年（1854年）に安政南海地震（M８．
４）で、現在の和歌山県広川町を津波が襲った際、稲むら（取
り入れの終わった稲わらを屋外に積み重ねたもの）に火を
付け、暗闇の中で村人を安全な場所に誘導し命を救った「稲

むらの火」の逸話にちなんだ日です。
　町では、津波対策として８月 27日に津波浸水想定区域
の住民を対象とした津波避難訓練を実施しました。その際、
避難訓練の参加者に津波に関するアンケート調査を行い、
56人から回答をいただきました。
　アンケートの調査結果を踏まえ、家族や地域の人と日ご
ろの津波対策を改めて確認してみてはどうでしょうか。

相
　
談

行
政
相
談
週
間（
10
月
17
日
～
23

日
）
に
合
わ
せ
て
行
政
相
談
所
が

開
設
さ
れ
ま
す
。
生
活
や
行
政
の

仕
事
に
つ
い
て
困
っ
て
い
る
こ
と

な
ど
の
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

行
政
相
談
所
開
催

﹁
行
政
に
関
わ
る
く
ら
し

の
無
料
相
談
会
﹂
開
催

　
相
続
手
続
き
、
遺
言
書
の
作
成

や
、
契
約
手
続
き
、
ま
た
官
公
署

に
提
出
す
る
書
類
の
作
成
な
ど
の

相
談
に
応
じ
ま
す
。

　
事
前
の
予
約
は
不
要
で
す
。

■
日　
時

10
月
15
日（
土
）、
11

月
19
日（
土
）
９
時
30
分
～
12
時

■
場　
所　
赤
川
集
会
所

■
問
合
せ　

北
海
道
行
政
書
士

会
室
蘭
支
部（
☎
76

－

３
５
３
８　

担
当
後
藤
）
／
住
民
課
住
民
・

戸
籍
年
金
グ
ル
ー
プ（
☎
74

－

３
０
０
２
）

無
料
法
律
相
談
会
開
催

　
金
銭
、
相
続
、
夫
婦
間
、
交
通

事
故
、
消
費
者
問
題
の
ト
ラ
ブ
ル

な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

募
　
集

指
定
管
理
者
を
募
集
し
ま
す

　
観
光
振
興
課
で
は
、
施
設
の
管

理
運
営
に
つ
い
て
、
民
間
事
業
者

な
ど
の
専
門
性
や
創
意
工
夫
を
活

用
し
て
町
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と

経
費
削
減
を
図
り
、
効
果
的
に
施

設
を
運
営
す
る
た
め
指
定
管
理
者

制
度
を
導
入
し
て
い
ま
す
。
指
定

管
理
期
間
が
来
年
３
月
末
で
終
了

す
る
た
め
、
次
期
指
定
管
理
者
と

し
て
創
意
工
夫
の
あ
る
提
案
が
で

き
る
団
体
を
募
集
し
ま
す
。

■
公
募
施
設　
洞
爺
湖
町
月
浦
運

動
公
園

■
募
集
要
項
な
ど
配
布
期
間

10

月
11
日（
火
）
～
11
月
７
日（
月
）

■
募
集
期
間

10
月
25
日（
火
）

～
11
月
７
日（
月
）　

■
問
合
せ　

観
光
振
興
課
観

光
施
設
グ
ル
ー
プ（
☎
75

－

４
４
０
０
）

自
衛
官
募
集

自
衛
官
候
補
生
、
学
生
各
種
目

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
募
集
種
目　
①
防
衛
大
学（
一

般
）
②
第
４
回
自
衛
官
候
補
生
③

高
等
工
科
学
校（
一
般
）

■
受
験
資
格　
①
18
歳
以
上
21
歳

未
満
②
18
歳
以
上
33
歳
未
満
③
15

歳
以
上
17
歳
未
満
の
男
子

■
受
付
期
間　
①
10
月
26
日（
水
）

ま
で
②
11
月
11
日（
金
）
ま
で
③

令
和
５
年
１
月
６
日（
金
）
ま
で

■
試
験
期
日

①
11
月
５
日（
土
）

６
日（
日
）
②
11
月
27
日（
日
）
28

日（
月
）
③
令
和
５
年
１
月
14
日

（
土
）
15
日（
日
）
※
い
ず
れ
も
試

験
期
日
中
の
１
日
の
み

■
問
合
せ

防
衛
省
自
衛
隊
札

幌
地
方
協
力
本
部
室
蘭
地
域

事
務
所（
☎
０
１
４
３

－

44

－

9
5
3
3
）

■
日　
時

10
月
19
日（
水
）
13

時
～
14
時

■
場　
所　

洞
爺
湖
町
役
場

３
０
３
会
議
室（
虻
田
地
区
）、
洞

爺
総
合
セ
ン
タ
ー（
洞
爺
地
区
）

■
問
合
せ　
虻
田
地
区
・
増
山
和

世（
☎
76

－

２
４
４
０
）
洞
爺
地

区・
大
廣
功（
☎
82

－

５
６
３
７
）

●避難場所に到着するまでの時間
　訓練で避難場所に到着するまでに要し
た時間は、早い人で５分、遅い人で54分、
平均で約19分でした。大きな津波が発
生する場合は、強い地震を伴うことがあ
るので、訓練のようにすぐに避難行動を
取ることができない場合があります。日
頃から家具の固定や部屋の出入口付近に
は家具を置かないようにしましょう。
●避難情報伝達方法

防災行政無線について、93％の人が
アナウンスを聞いて避難行動を始めまし
た。町では、多様な方法で避難情報を発
信しており、特に避難情報などの「命に
係る情報」は、消防サイレンを繰り返し
吹鳴し、避難を呼びかけます。
　また、一人暮らしの高齢者で避難行動
に不安を感じている人は、「避難行動要
支援者名簿登録制度」という支援制度が
ありますので、健康福祉課福祉・高齢者
グループ（☎ 74-3001）まで相談して
ください。

●日ごろから災害に備えましょう
災害の備えとして、18％の人が準備

をしていないことがわかりました。津波
への備えで大切なことは、津波ハザード
マップの確認や津波避難訓練に参加する
ことです。
　町では、令和４年３月に新たな津波ハ
ザードマップを作成し、全戸配布してい
ます。町のホームページにも掲載してい
ますので、日ごろから確認し、自宅から
安全な場所までのルートや避難場所を確
認しておきましょう。

アンケート調査結果



お知らせ

  心からおくやみ
　　　　　　申し上げます 

故田中公也さん
■８月 28日死去■ 75歳■遺族は眸美さん■青１区

故進藤繁さん
■８月 24日死去■ 83歳■遺族は髙岡直美さん■入４区

故加藤愛子さん
■８月 12日死去■ 86歳■遺族は裕一さん■虻７区

故上埜ミチヱさん
■８月 20日死去■ 91歳■遺族は敏則さん■香川

故高清水祐三さん
■８月 21日死去■ 87歳■遺族は幸子さん■虻５区

故相川福治郎さん
■８月 24日死去■ 76歳■遺族は悦子さん■虻６区

８月 22日から９月 16日届出分

広報紙への掲載は申請手続きが必要です。

故大廣美恵子さん
■８月 29日死去■ 87歳■遺族は達さん■香川

蜻
蛉
来
て
む
か
し
駆
け
つ
こ
隠
れ
ん
ぼ

　
　
　
　
　
　

佐
藤
美
風　

朝
顔
の
朝
日
に
逢
え
ば
陽
の
ご
と
く

　
　
　

小
笠
原
勇　
　

久
に
読
む
友
の
遺
句
集
盆
の
月

　
　
　

矢
野
知
子　
　
　
　

わ
た
し
の
う
た

あ
ぷ
た
俳
句
会　

９
月
定
例
会

蜻
蛉
釣
り
何
そ
れ
と
聞
く
今
時
の
子

千
葉
征
子
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故大廣哲夫さん
■９月２日死去■ 56歳■遺族は由香さん■泉区

故岡田光弘さん
■９月７日死去■ 91歳■遺族は恭一さん■入４区

故片岸政雄さん
■９月８日死去■ 88歳■遺族は宣さん■虻５区

　
環
境
省
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
レ
ン

ジ
ャ
ー
が
撮
影
し
た
写
真
展
を
開

催
し
ま
す
。
北
海
道
の
美
し
い
自

然
風
景
や
、
動
物
の
姿
を
観
賞
し

な
が
ら
自
然
保
護
の
仕
事
に
つ
い

て
学
べ
ま
す
。

■
日
　
時

10
月
15
日（
土
）
～

11
月
15
日（
火
）
９
時
～
17
時

■
会
　
場　
洞
爺
湖
ビ
ジ
タ
ー
セ

ン
タ
ー

■
問
合
せ　
洞
爺
湖
管
理
官
事
務

所（
☎
73
︱
２
６
０
０
）

環
境
省
ア
ク
テ
ィ
ブ

レ
ン
ジ
ャ
ー
写
真
展

　
必
ず
２
日
前
の
17
時
ま
で
に
事

前
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。定
員（
３

人
）に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

■
日　
時　

①
10
月
20
日（
木
）

②
11
月
17
日（
木
）
13
時
30
分
～

15
時

■
場　
所　

洞
爺
湖
町
役
場

■
担　
当　

①
林
正
樹
弁
護
士

（
伊
達
噴
火
湾
法
律
事
務
所
）
②

池
田
翔
一
弁
護
士（
池
田
翔
一

法
律
事
務
所
）

■
問
合
せ

住
民
課
住
民・
戸
籍
年

金
グ
ル
ー
プ（
☎
74

－

３
０
０
２
）

働
き
た
い
人
の
た
め
の

出
張
相
談
会

　
働
き
た
い
人
を
応
援
す
る
無
料

出
張
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
と

ま
こ
ま
い
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
は
、
働
き
た
い
人
に
向
け

た
就
労
自
立
支
援
施
設
で
す
。
そ

の
他
就
労
相
談
も
歓
迎
で
す
。

■
日　
時

11
月
10
日（
木
）
13

時
30
分
～
15
時
30
分

■
場　
所　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
伊
達

■
対　
象　
お
お
む
ね
15
歳
か
ら

49
歳
の
人・
家
族

■
内　
容　
就
労
相
談
・
就
労
体

験
他

■
問
合
せ　

と
ま
こ
ま
い
若
者

サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン（
☎

０
1
4
4

－

84

－
８
6
7
0
）

寄
　
付

　
善
意
の
ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

<

寄
付
物
品>

▽
酒
田
惠
美
子
さ
ん（
温
８
区
）

▽
大
友
靖
子
さ
ん（
虻
８
区
）
▽

坂
上
昭
郎
さ
ん（
入
４
区
）
▽
佐

藤
一
恵
さ
ん（
泉
区
）
▽
遊
佐
淳

一
さ
ん（
青
１
区
）
▽
沼
田
盛
昭

さ
ん（
泉
区
）
▽
和
泉
澄
夫
さ
ん

（
泉
区
）▽
中
村
美
容
室（
虻
３
区
）

▽
佐
々
木
洋
子
さ
ん（
虻
５
区
）

▽
Ｊ
Ａ
と
う
や
野
菜
セ
ン
タ
ー

■町長部局
【課長職】
▷総務部企画防災課長兼危機管理室長（経済部環境課
長）佐々木勉▷経済部環境課長（総務部企画防災課長
兼危機管理室長）仙波貴樹

【課長補佐職】
▷経済部建設課主幹（教育委員会管理課主幹）尾崎文郎

【係長職】
▷経済部上下水道課主査（経済部上下水道課主任）浜
中正志
■教育委員会部局

【係長職】
▷管理課主査（経済部観光振興課主査）大楽泰生

洞爺湖町人事異動 （10月１日付）

伊藤怜子
（観光振興課）

①年齢　28歳
②出身　東京都
③趣味　ウォーキング
④抱負　住民の皆さ
んのために一生懸命
頑張りますので、ど
うぞよろしくお願い
します。

新
入
職
員
紹
介

新
入
職
員
紹
介

10
月
１
日
付
で
洞
爺
湖
町
役
場

職
員
と
な
っ
た
新
人
を
紹
介
し
ま

す
。



■■問合せ　建設課管理・土木・都市計画グループ（☎74-3007問合せ　建設課管理・土木・都市計画グループ（☎74-3007））

洞爺湖町の景観洞爺湖町の景観
みんなで守ろうみんなで守ろう

４．入江・高砂貝塚景観形成重点区域の届出対象行為
・一定規模以上の建物や工作物などを建築する場合は、洞爺湖町景観条例、景観計画により町への届出（工事着手の
　　30日前までに行わなければなりません）が必要になります。ここではその一部をご紹介します。

行為の種類
届出対象行為

入江・高砂貝塚景観形成重点区域【Ⅰ】 入江・高砂貝塚景観形成重点区域【Ⅱ】

建
築
物

新築または移転
高さが10ｍまたは延べ面積が10㎡を超
えるもの

高さが10mまたは延べ面積が2千㎡を
超えるもの
※増改築前の規模が既に2千㎡を超えて
いる、増改築する床面積の合計が10㎡以
下の場合は対象外

増築または改築

外観を変更する修繕、模様
替、色彩の変更

延べ面積が10㎡を超えるもの、または外
観（屋根を除く外壁に相当する部分）の面
積合計の1/2に相当する面積を超えるもの

高さが13ｍまたは延べ面積2千㎡を超
えるもので、いずれかの立面の鉛直投影面
積1/2を超える外観修繕、模様替、色彩
の変更を行うもの（一般区域と同様）

工
作
物

新設
または
移転

さく、塀、擁壁など 高さが1.5 ｍを超えるもの 高さ5mを超えるもの

物見塔
高さ5mを超えるもの
※建物と一体となって設置される場合は、
地盤面から工作物の上端までの高さ

高さ10mを超えるもの
※建物と一体となって設置される場合は、
工作物の高さが5ｍかつ地盤面からの工作
物の上端までの高さが10ｍを超えるもの

　前回は景観計画区域の一般区域について掲載しましたが、第４回目は入江・高砂貝塚景観形成重点区域について　前回は景観計画区域の一般区域について掲載しましたが、第４回目は入江・高砂貝塚景観形成重点区域について
どのような行為が届出の対象となるのか、また、どのような基準があるのかを説明します。どのような行為が届出の対象となるのか、また、どのような基準があるのかを説明します。

（第４回）（第４回）
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■■入江・高砂貝塚景観形成重点区域図入江・高砂貝塚景観形成重点区域図

入江・高砂貝塚景観形成入江・高砂貝塚景観形成
重点区域【Ⅰ】重点区域【Ⅰ】

入江・高砂貝塚景観形成入江・高砂貝塚景観形成
重点区域【Ⅱ】重点区域【Ⅱ】

１．入江・高砂貝塚景観形成重点区域（重点区域）
　　　ユネスコ世界文化遺産となった入江・高砂貝塚は、
　　その文化的な価値を保全・管理するとともに、その魅
　　力を一層高めていく必要があると考え、「入江・高砂
　　貝塚景観形成重点区域」として定めています。
２．入江・高砂貝塚内の景観

　・入江・高砂貝塚内は、縄文文化が感じられるよう、周
　　辺の自然景観との調和に努めます。
　・縄文文化を体験、学習できるように景観に配慮しなが
　  ら施設の整備を行います。
３．入江・高砂貝塚からの眺め

　・縄文時代の人々が見ていた海（内浦湾）や有珠山への
　  眺望を大切に、景観づくりを進めます。
　・入江・高砂貝塚と周辺の住宅地の関係性を考慮して、
　  良好な景観となるようにします。

５．入江・高砂貝塚景観形成重点区域の景観形成基準
・工作物や建築物などに色や高さなどの基準を定めており、この基準を守るようお願いしています。ここではその一部

  　をご紹介します。

工作物
行為の種類 入江・高砂貝塚景観形成重点区域【Ⅰ】 入江・高砂貝塚景観形成重点区域【Ⅱ】

位置・配置 工作物の高さは、原則として 10ｍを超えないようにすること。



※届出対象行為、景観形成基準について詳しい内容
を知りたい方は、ホームページに洞爺湖町景観計画を
掲載していますのでそちらをご覧ください。
　http：//www.town.toyako.hokkaido.jp/person_
guide/construction/con002/p013/　
　今回はここまでです。次回は、沿道景観形成重点区
域について詳しく解説します。

建築物
行為の種類 入江・高砂貝塚景観形成重点区域【Ⅰ】 入江・高砂貝塚景観形成重点区域【Ⅱ】

位置・配置 ・建築物の高さは、原則として10ｍを超えないようにすること。

色彩の範囲

建築物の外観にけばけばしい色彩は用いず、周辺景観と調和する色彩を用いること。
建築物など本体のいずれかの立面（建築物の１つの面における鉛直投影面積）で、当
該立面の面積の 1/5 を超えないこと。
外壁【けばけばしい色彩の範囲】
　明度：７を超えるもの
　彩度：Ｒ（赤）、ＹＲ（黄赤）系は７を超　
　　　　えるもの
　　　　Ｙ（黄）系、ＧＹ（黄緑）、Ｇ（緑）、
　　　　ＢＧ（青緑）、Ｂ（青）、ＰＢ（青紫）、
　　　　Ｐ（紫）、ＲＰ（赤紫）は３を超え　　　
　　　　るもの
屋根【けばけばしい色彩の範囲】
　明度：５を超えるもの
　周辺の良好な自然環境を阻害しない色
相、色調とすること。

【けばけばしい色彩の範囲】
　明度：７を超えるもの
　彩度：Ｒ（赤）、ＹＲ（黄赤）系は８を超
　　　　えるもの
　　　　Ｙ（黄）系は６を超えるもの
　　　　ＧＹ（黄緑）、Ｇ（緑）、ＢＧ（青緑）、
　　　　Ｂ（青）、ＰＢ（青紫）、Ｐ（紫）、Ｒ
　　　　Ｐ（赤紫）は４を超えるもの（一般
　　　　区域と同様）

■入江・高砂貝塚景観形成重点区域【Ⅰ】における
「けばけばしい色彩」の範囲　（マンセル値による）

と の間の範囲は、
原則、使用を控える色彩

けばけばしい色彩の範囲けばけばしい色彩の範囲

の範囲内は、周辺景観
と調和する色彩として使用
が推奨される色彩

使用を推奨する色彩の範囲使用を推奨する色彩の範囲

建築物（外壁）

■対象者
①65歳以上で心臓疾患や脳疾患、その他疾患などによ
り日常生活で特に注意を必要とする一人暮らしの人
②65歳以上で心臓疾患や脳疾患、その他疾患などによ
り日常生活で特に注意を必要とし、緊急時に同居者の対
応が困難な世帯に属する人
③身体障害者手帳１級・２級に該当する人で緊急時に援
護を必要とする人
※①～③と同等と認められる人も含みます。

■サービス利用の流れ
①申請書類　役場健康福祉課、洞爺総合支所庶務課、
洞爺湖温泉支所窓口で配布しています。
②申込み　緊急通報システム貸与申請書（協力員を原
則３人登録する必要があります）、誓約書、緊急通報シ
ステム協力員承諾書を提出してください。
③利用審査・決定　申請内容を審査して、貸与を決定（も
しくは却下）します。利用が決定したときに申請者に
通知し、緊急通報システムを設置します。

　自宅の電話機に接続して設置し、ワイヤレスペンダ
ントは自宅内のみで利用できます。大きなボタンの方
が押しやすい人や主に自宅内で過ごされる人に適して
います。自宅に固定電話がある人のみ利用できます。

　携帯電話と同じように、外でも利用可能で、小さな
ボタンを押すことができ、１人で外出することがある
人に適しています。自宅に固定電話が無い人も利用で
きます。

緊急通報用電話機（ワイヤレスペンダント） モバイル型電話機
■緊急通報システムの種類（利用者の住宅環境などに合わせてどちらかを選択できます。）

緊急通報システムを貸し出します緊急通報システムを貸し出します
■問合せ■問合せ　健康福祉課福祉・高齢者グループ（☎ 74-3001　健康福祉課福祉・高齢者グループ（☎ 74-3001））

　　爺湖町では、疾患により特に注意が必要な高齢者や重度身体障害者がいる世帯のため、24時間対応可能な緊
　　急通報システムを設置し、日常生活の安全を確保するサービスを提供しています。
　緊急通報システムを町の負担で設置し、定期的に連絡することで日常生活の安全を確保します。また、24時間
体制で緊急通報を受け付け、必要に応じて協力員への連絡や救急車の要請を行います。
　貸し出しには、注意事項がありますので、詳しくは問い合わせてください。

洞
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問合せ問合せ　地域包括支援センター （☎ 76-4822）　地域包括支援センター （☎ 76-4822）

さわやかだより

　　年、高齢者虐待の件数は増加傾向にあります。
　　 厚生労働省が行った調査では、家族などによる虐待
について相談・通報件数と虐待判断件数が過去最多の結果
となっています。

近 　新型コロナウイルス感染拡大の影響による外出自粛など
で高齢者の自宅での生活時間が増加し、家庭内での人間関
係の変化や家族の介護疲れなどが生じた結果、高齢者虐待
が発生・深刻化していることが調査で把握されています。
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家族や親族などによる虐待 介護従事者などによる虐待
相談・通報件数※１ 虐待判断件数※２ 相談・通報件数※１ 虐待判断件数※２

令和２年度 ３５，７７４件 １７，２８１件 ２，０９７件 ５９５件
令和元年度 ３４，０５７件 １６，９２８件 ２，２６７件 ６４４件

増減率 ＋１，７１７件
（＋５．０％）

＋３５３件
（＋２．１％）

－１７０件
（－７．５％）

－４９件
（－７．６％）

出典：厚生労働省「令和２年度『高齢者虐待の防止、高齢者の養護者に対する支援等に関する法律』に基づく対応状況等に関する　　
　　　調査結果」
　※１　市町村が相談・通報を受理した件数
　※２　市町村が虐待と判断した件数（「介護従事者などによる虐待」については、都道府県と市町村が共同で調査・判断した事
　　　　例および都道府県が直接受理し判断した事例を含む）

防ごう！防ごう！
「高齢者虐待」「高齢者虐待」

■相談・通報先
　地域包括支援センター　☎ 76-4822
　健康福祉課　　　　　　☎ 74-3001
※相談者、通報者の情報は守られますのでご安心くださ
　い。

「高齢者虐待かも」と思ったり、「介護負担が重い」と感じたら！
高齢者虐待は誰の身近にも起こりうる問題です。早めの

発見・対応により深刻化を防ぐことができます。
　また、高齢者の介護に一生懸命に取り組むあまり、家族
が心身ともに疲れ、追いつめられたため虐待が発生してし
まうことがあります。介護負担を軽減するためにサービス
や制度を利用することも大切です。
　地域包括支援センターや健康福祉課では、高齢者虐待に
関する相談や通報、介護に関する相談を受け付けています

ので、お一人で悩まずに利用してください。

種　類 具体例

身体的虐待
　殴る、つねる、蹴る、火傷させる
　無理やり食事を口に入れる、意図的に薬を過剰に服用させる
　ベッドに縛り付けたり、身体拘束・抑制をするなど

介護・世話の放棄・放任
（ネグレクト）

　入浴させず異臭がする、髪が伸び放題、皮膚が汚れている
　水分や食事を十分与えない、空腹状態が長時間続き脱水症状・栄養失調状態にある
　室内がゴミだらけ、劣悪な環境で生活させるなど

 心理的虐待 　怒鳴る、ののしる、悪口を言う、意図的に無視をする
　侮辱を込めて子どものように扱うなど

 性的虐待 　排泄の失敗などに対して懲罰的に下半身を裸にして放置する
　性器への接触、わいせつな行為をしたり強要するなど

 経済的虐待
　生活費を渡さない、使わせない
　自宅などを本人に無断で売る
　年金や預貯金を本人の意志・利益に反して使用するなど

○セルフ・ネグレクト（自己放任）
　高齢者自ら必要な介護・医療サービスなどを拒否し、地域から孤立して生活や健康維持ができなくなっている状態を
いいます。ゴミが散乱している中での生活や、近隣とのトラブルが起きていることもあり、認知症などの疾患が原因と
なっている場合があります。支援が必要なセルフ・ネグレクトは高齢者虐待に準じた対応が必要です。

高齢者虐待とは・・・
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宝くじ助成金事業
で整備しましたで整備しました「令和4年度コミュニティ助成事業」「令和4年度コミュニティ助成事業」

　洞爺第２自治会にアルミワイドテント５セット、展示パネル 14 枚、ポール 28 本を宝くじ助成金事業
で購入しました。
　この事業は、自治総合センターが宝くじの社会貢献広報事業、宝くじの受託事業収入を財源として、
集会施設やコミュニティ活動の充実・強化を図ることにより、地域社会の健全な発展と住民福祉の向上
に寄与するものです。
　購入した備品については、今後行われる自治会のイベント活動などで活用していきます。

展示パネルとポール展示パネルとポール新たに整備したテント新たに整備したテント
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みずうみ読書の家（☎76-2100〈あぶた読書の家〉）
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図
書
室

＜

一　
般＞

▽
同
志
少
女
よ
、
敵

を
撃
て（
逢
坂
冬
馬
）▽
絶
望　
池

袋
ウ
エ
ス
ト
ゲ
ー
ト
パ
ー
ク
Ｘ
Ｖ

（
石
田
衣
良
）
▽
奇
跡
（
林
真
理

子
）▽
六
法
推
理（
五
十
嵐
律
人
）

▽
砂
嵐
に
星
屑
（
一
穂
ミ
チ
）
▽

犬
が
い
る
か
ら
（
村
井
理
子
）
▽

海
を
あ
げ
る
（
上
間
陽
子
）

＜

児
童
書＞

▽
か
く
れ
ん
ぼ
（
た

む
ら
た
い
へ
い
）
▽
漢
字
え
ほ
ん

（
と
だ
こ
う
し
ろ
う
）
▽
え
き
べ
ん

と
ふ
う
け
い（
マ
メ
イ
ケ
ダ
）▽
ち

ち
ん
ぷ
い
ぷ
い
（
谷
川
俊
太
郎
著

／
堀
内
誠
一
絵
）
▽
へ
ん
て
こ
た

い
そ
う
（
新
井
洋
行
）

みんなが知りたい！
日本の「絶滅危惧」動物がわかる本　増補改訂版
今泉　忠明

日本に生息する希少でおもしろい
生きもの !56 種のくらし ! 詳しい特
徴やデータ、分布、豆知識なども満載 !
どうして数が減ったの ? 今どんな生
活をしているの ? 守るためにどんな
ことができるの ? いろんなギモンも
わかりやすく解説 !（あぶた読書の家
所蔵）

今月の
リポーター
室田崇行さん

　
　
爺
湖
漁
協
で
活
動
し
て
い

　
　
る
室
田
で
す
。
６
月
か
ら

始
ま
っ
た
漁
期
が
８
月
で
終
了

と
な
り
ま
し
た
。

　
近
年
で
は
、
洞
爺
湖
で
の
漁

は
安
定
し
た
漁
獲
量
で
推
移
し

て
い
る
と
聞
い
て
い
ま
す
が
、　

1
9
6
0
年
後
半
に
は
鉱
山
廃

水
の
流
入
で
湖
水
が
酸
性
化
。

そ
の
影
響
で
魚
や
水
生
生
物
が

ほ
と
ん
ど
い
な
く
な
っ
て
し
ま

い
、
漁
獲
量
も
急
減
し
て
し
ま

い
ま
し
た
。

72
年
の
廃
水
中
和
処
理
と
77

年
の
有
珠
山
噴
火
に
よ
る
降
灰

で
水
質
も
徐
々
に
回
復
し
、
生

き
物
が
住
め
る
環
境
に
な
っ
て

き
て
い
ま
す
が
、
ヒ
メ
マ
ス
や

ワ
カ
サ
ギ
が
た
く
さ
ん
獲
れ
た

廃
水
流
入
前
の
よ
う
な
湖
に
は

な
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　
漁
協
の
人
か
ら
は
、
昔
は
湖

の
中
に
は
水
草
も
た
く
さ
ん
あ

り
、
石
を
裏
返
す
と
ニ
ホ
ン
ザ

リ
ガ
ニ
が
い
た
と
聞
い
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
今
で
は
、
ニ
ホ

ン
ザ
リ
ガ
ニ
は
湖
水
か
ら
い
な

く
な
り
、
人
に
よ
り
持
ち
込
ま

れ
た
特
定
外
来
生
物
の
ウ
チ
ダ

ザ
リ
ガ
ニ
の
影
響
を
受
け
、
水

草
も
少
な
く
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。

　

洞
爺
湖
の
環
境
か
ら
み
る

と
、
自
然
環
境
は
一
度
崩
れ
て

し
ま
う
と
回
復
ま
で
に
は
と
て

も
長
い
時
間
が
必
要
に
な
っ
た

り
、
元
に
戻
ら
な
い
お
そ
れ
も

あ
り
ま
す
。
そ
の
結
果
、
生
物

多
様
性
の
恵
み
、
自
然
か
ら
恩

恵
を
受
け
て
い
る
人
間
に
も
影

響
が
出
て
き
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
は
、
自
然
環
境
に

配
慮
し
て
い
く
こ
と
で
持
続
可

能
な
社
会
と
な
り
、
現
代
人
や

将
来
の
人
た
ち
が
安
心
し
て
幸

せ
に
暮
ら
せ
る
世
の
中
に
な
っ

て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。

洞

今月の
１冊
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絵本の玉手箱　10 月のおはなし会
■日　時 ① 10 月 24 日（月）10 時～ 11 時
30 分、10 月 20 日（木）14 時～ 15 時 30 分②
10 月 21 日（金）14 時～ 15 時
■場　所　①あぶた母と子の館②あぶた読書の家
ハロウィンパーティー
■日　時　10 月 30 日（日）13 時～ 15 時
■場　所　あぶた母と子の館
■問合せ　佐藤（☎ 76-2487）
ピノキオの会　読み聞かせ
■日　時 10 月 17 日 ( 月 )14 時 30 分～
■場　所　あぶた読書の家
■問合せ　松本 ( ☎ 76-2613)



洞爺湖支署（☎ 76-2119）・洞爺出張所（☎ 87-2119）・『火災・救急・救助 119 番』
　
　
月
15
日（
土
）か
ら
31
日（
月
）

　
　

ま
で
の
17
日
間
に
わ
た
り
、

全
道
一
斉
に
﹁
秋
の
火
災
予
防
運

動
﹂
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
こ
の
運

動
は
、
寒
く
な
る
季
節
を
迎
え
、

暖
房
器
具
を
使
用
す
る
機
会
が
増

え
る
こ
と
に
よ
り
発
生
す
る
火
災

を
防
ぐ
こ
と
が
目
的
で
す
。
火
災

に
よ
る
死
者
を
出
さ
な
い
た
め

に
、
今
一
度
、
家
族
全
員
で
火
気

の
取
り
扱
い
の
話
し
合
い
や
暖
房

器
具
な
ど
の
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
ま

し
ょ
う
。

　

ま
た
、
消
防
署
で
は
期
間
中
、

車
両
広
報
や
消
防
サ
イ
レ
ン
の
吹

鳴
な
ど
、
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ

く
り
を
目
指
し
、
各
種
行
事
を
予

定
し
て
い
ま
す
の
で
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

統
一
標
語

『
お
出
か
け
は

マ
ス
ク
戸
締
り

火
の
用
心
』

西
胆
振
行
政
事
務
組
合
で
は

　
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

　
　
　
開
設
し
て
い
ま
す

　
各
種
試
験
案
内
・
講
習
会
の
お

知
ら
せ
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
設

置
や
消
火
器
点
検
内
容
、
各
種
届

出
・
申
請
様
式
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）

な
ど
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
西
胆
振
行
政
事
務
組
合

消
防
本
部
は
、
情
報
発
信
の
た
め

　
西
胆
振
行
政
事
務
組
合
消
防
本

部
で
は
、
消
防
車
が
災
害
出
動
し

た
場
合
、
自
動
音
声
に
よ
る
災
害

案
内
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
︻
災
害
案
内
ダ
イ
ヤ
ル
☎

0
1
4
2－

23－

7
1
7
1
︼
間

違
い
の
無
い
よ
う
利
用
し
て
く
だ

さ
い
。

災
害
案
内
ダ
イ
ヤ
ル

の
お
知
ら
せ

公
式
F
a
c
e
b
o
o
k
を
開

設
し
ま
し
た
。

　
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
コ
メ
ン
ト
の
応

答
、
F
a
c
e
b
o
o
k
上
か

ら
の
緊
急
通
報
や
出
動
要
請
は
一

切
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

　
問
い
合
わ
せ
な
ど
に
つ
い
て
は

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
し
て

く
だ
さ
い
。

　
西
胆
振
行
政
事
務
組
合
消
防
本

部
Ｈ
Ｐ　

ス
ト
ー
ブ
な
ど
の
安
全
な

取
り
扱
い

10
月
か
ら
12
月
に
か
け
て
季
節

が
変
わ
り
一
段
と
冷
え
込
む
季
節

に
な
り
ま
す
。
ス
ト
ー
ブ
な
ど
の

暖
房
機
器
を
使
用
す
る
機
会
が
多

く
な
り
、
暖
房
機
器
か
ら
の
火
災

の
発
生
が
心
配
さ
れ
る
時
期
で
も

あ
り
ま
す
。
火
災
を
発
生
さ
せ
な

い
よ
う
、
次
の
点
に
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

●
使
用
に
あ
た
っ
て
の
注
意
事
項

①
ス
ト
ー
ブ
な
ど
の
近
く
に
、
紙

や
衣
類
な
ど
燃
え
や
す
い
も
の
を

置
か
な
い

②
ス
ト
ー
ブ
の
近
く
で
ヘ
ア
ス
プ

レ
ー
な
ど
の
引
火
の
危
険
性
が
あ

る
も
の
を
使
用
し
な
い

③
ス
ト
ー
ブ
の
真
上
に
洗
濯
物
を

干
さ
な
い

④
カ
ー
テ
ン
な
ど
が
ス
ト
ー
ブ
と

接
触
し
な
い
よ
う
に
距
離
を
離
し

て
使
用
す
る

●
使
用
方
法
な
ど

①
ス
ト
ー
ブ
に
灯
油
を
給
油
す
る

と
き
は
火
を
消
し
て
か
ら
行
う

②
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
タ
ン
ク
式
の
も

http://nfd119.
sakura.ne.jp/index.htm

l
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10 秋
の
火
災
予
防
運
動
を
実
施

の
は
、
給
油
後
、
タ
ン
ク
の
ふ
た

を
確
実
に
閉
め
る

③
煙
突
は
金
属
の
支
線
（
針
金
な

ど
）
を
使
用
し
て
固
定
す
る

④
就
寝
時
や
外
出
時
に
は
、
火
が

完
全
に
消
火
し
て
い
る
こ
と
を
確

認
す
る

⑤
使
用
す
る
前
に
は
、
十
分
な
点

検
・
整
備
を
行
い
、
故
障
し
て
い

る
場
合
は
専
門
業
者
へ
修
理
を
依

頼
す
る

消
防
団
員
募
集

　
西
胆
振
行
政
事
務
組
合
洞
爺
湖

消
防
団
で
は
、消
防
団
員
（
男
性
）

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
消
防
本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
消

防
団
員
募
集
案
内
を
ご
覧
い
た
だ

き
、
入
団
希
望
の
人
は
募
集
内
容

な
ど
を
、
伊
達
消
防
署
洞
爺
湖
支

署
消
防
団
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ

伊
達
消
防
署
洞

爺
湖
支
署
消
防
団
係（
☎
76

－
２
１
１
９
）

消防団による秋季消防演習の様子消防団による秋季消防演習の様子
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洞爺湖有珠山ジオパークでは洞爺湖有珠山ジオパークでは

ジオパーク通信ジオパーク通信

第 123号
洞爺湖有珠山ジオパーク推進協議会

洞爺湖町役場内
☎（0142）74-3015ジオパーク通信ジオパーク通信

洞爺湖有珠山ジオパークだより

防災・減災学習 サポートサポートサポートをを しています！！しています！！
　洞爺湖有珠山ジオパークの大きなテーマのひとつ
に『火山との共生』があります。再び起こるかもしれ
ない有珠山噴火に備え、過去に起きた噴火や災害に
ついて知ることが大切です。
　そこでジオパーク推進協議会では、この地域で育
つ子どもたちが学習できるよう、ジオパーク圏域内
の学校などで行われる防災・減災教育をサポートし
ています。

　昭和新山や有珠山周辺の災害遺構などの現地で学
ぶ野外学習のほか避難所体験や火山について学ぶ防
災・減災学習などへの「講師派遣」「ヘルメットの貸
出」「学習素材の配布」を続けており、ふるさと学習や
理科の授業に取り入れる学校が増加しています。
　令和４年度は、９月現在で延べ350 人の児童生徒
が、自然災害について学びました。
　子どもたちの感想を一部を紹介します。

　有珠山の周りには、日本でも
数少ない「噴火災害遺構」がた
くさん残され、学習に役立てら
れているよ！

実物に「触ってみる」のも大切な経験実物に「触ってみる」のも大切な経験

現地をよく知る講師が案内します現地をよく知る講師が案内します

災害遺構の現地学習災害遺構の現地学習

☆噴火の時に、音が出ない場合があると知って　
　驚いた（小学３年生）
☆噴火は悪いことだけでなく、温泉ができたり、　
　野菜や果物が採れる場所になったり、良いこ　
　ともあった（小学４年生）
☆昭和新山の地面が暖かくてびっくりした
　（小学５年生）
☆噴火の危険性を学んだだけでなく、新しく　
　知ったこともあったので、家族にも伝えたい
　（中学３年生）
☆噴火の兆候が現れたら逃げる、絶対に戻らな　
　い、面白半分で近寄らないようにしようと改
　めて思った（中学３年生）
☆噴火の対策をしっかりして、自分や周りの人　
　を守れるようにしようと思った（中学３年
　生）
☆被災遺構を見て、噴火を経験していない私た
　ちにもその怖さが伝わってきた（高校１年
　生）

子どもたちの感想（抜粋）



上記のイベントなどの情報は９月 30 日現在の情報です。新型コロナウイルス感染症拡大の影響で、予定されているイベント
が中止や延期となる場合がありますので、ご了承ください。詳細は問い合わせください。

10 月 1 日（土）
～11月30日（水） 秋特別展　砂澤ビッキ展「未完」

10月11日（火） 献血　　　虻田地区・洞爺地区

12 日（水）
保育所開放

10：00 ～ 11：30
洞爺保育所（☎ 82-5559）

13 日（木）

脳の健康教室
9：45 ～ 11：30
ウトゥラノ（☎ 76-4363 ＜社会福祉協議会＞）

親子ふれあい遊び
10：00 ～ 11：30
洞爺ふれ愛センター（☎ 76-2008 ＜子育て支援センター＞）

げんきクラブ
13：30 ～ 15：00
洞爺ふれ愛センター（☎76-4006＜健康福祉センター＞）

14 日（金）

洞爺地区健康相談
9：30 ～ 11：30
洞爺総合支所（☎ 82-5111）

保育所開放
10：00 ～ 11：30
本町保育所（☎ 76-2673）

10 月 15 日（土）
～ 11 月 15（火）

環境省　アクティブ・レンジャー写真展
北の自然の舞台裏　2022-2023

15 日（土）
行政に関わるくらしの無料相談会

秋の感謝祭

17 日（月）
「ひじり在宅クリニック」健康教室

11：15 ～
ひじり在宅クリニック（☎ 76-4838）

19 日（水）

保育所開放
10：00 ～ 11：30
本町保育所（☎ 76-2673）

げんきクラブ
13：30 ～ 15：00
ウトゥラノ（☎ 76-4006〈健康福祉センター〉)

20 日（木）

脳の健康教室
9：45 ～ 11：30
ウトゥラノ（☎ 76-4363 ＜社会福祉協議会＞）

1.6 歳児、３歳児健診
12：30 ～
健康福祉センター（☎ 76-4006）

コグニの集い
13：30 ～ 15：30
洞爺駅交流センター２階（☎ 76-4363 ＜社会福祉協議会＞）

無料法律相談会

　 20 日（木）～
11 月 13 日（日） アールブリュット展

21 日（金）
保育所開放

10：00 ～ 11：30
本町保育所（☎ 76-2673）

25 日（火）
子育てセミナー③

10：00 ～ 11：30
健康福祉センター（☎ 76-2008〈子育て支援センター〉）

26 日（水）
保育所開放

10：00 ～ 11：30
入江保育所（☎ 76-4317）

27 日（木）

脳の健康教室
10：00 ～ 11：30
ウトゥラノ（☎ 76-4363 ＜社会福祉協議会＞）

親子ふれあい遊び
10：00 ～ 11：30
地域交流センター（☎76-2008＜子育て支援センター＞）

28 日（金）

保育所開放
10：00 ～ 11：30
本町保育所（☎ 76-2673）

乳児健診
13：00 ～
健康福祉センター（☎ 76-4006）

時間 場所時 所 詳 詳細イベントカレンダーの見方 時間 場所時 所 詳 詳細イベントカレンダーの見方

イベントカレンダーイベントカレンダー

ピックアップイベントピックアップイベント
洞爺湖芸術館からのお知らせ
■開館時間　９時 30 分～ 17 時（受付は 16 時 30 分まで。
10 月 23 日 ( 日 ) は限定入館日。コンサート事前申込者のみ入館可）
秋特別展　砂澤ビッキ展「未完」
■日　程　10 月１日（土）～ 11 月 30 日（水）
特別展関連ワークショップ「スカルプチャーペインティング
をやってみよう」
■日　時　10 月 29 日（土）13 時～
■監　修　砂澤凉子さん
■定　員　7 人
■参加費　500 円
■対　象　小学生以上
アールブリュット展
■日　程　前期 10 月 14 日 ( 土 ) ～ 11 月６日 ( 日 )。後期
11 月８日 ( 火 ) ～ 30 日 ( 水 )
■問合せ　洞爺湖芸術館（☎ 87-2525）／ WEB　http://
www.geijutukan.net/

29 日（土） 特別展関連ワークショップ「スカルプチャーペインティ
ングをやってみよう」

30 日（日）
ハロウィン・パーティー

13：00 ～ 15：00
母と子の館（☎76-2487＜絵本の玉手箱代表佐藤＞）

31 日（月）

ひじり在宅クリニック健康教室
11：15 ～
ひじり在宅クリニック（☎ 76-4838）

対がん協会バスツアー健診（☎76-4006＜健康福祉センター＞）

11 月 2 日（水）
保育所開放

10：00 ～ 11：30
桜ヶ丘保育所（☎ 75-2088）

３日 ( 木・祝 ) 洞爺湖町表彰式

４日（金）
保育所開放

10：00 ～ 11：30
本町保育所（☎ 76-2673）

８日（火） 献血 　　 虻田地区

９日（水）

保育所開放
10：00 ～ 11：30
洞爺保育所（☎ 82-5559）

げんきクラブ
13：30 ～ 15：00
ウトゥラノ（☎ 76-4006< 健康福祉センター＞）

10 日（木）

脳の健康教室
9：45 ～ 11：30
ウトゥラノ（☎ 76-4363 ＜社会福祉協議会＞）

げんきクラブ
13：30 ～ 15：00
洞爺ふれ愛センター（☎ 76-4006 ＜健康福祉センター＞）

親子ふれあい遊び
10：00 ～ 11：30
洞爺ふれ愛センター（☎ 76-2008 ＜子育て支援センター＞）

11 日（金）

保育所開放
10：00 ～ 11：30
本町保育所（☎ 76-2673）

洞爺地区健康相談
９：30 ～ 11：30
洞爺総合支所（☎ 82-5111）

広報とうやこ　2022 年 10 月広報とうやこ　2022 年 10 月21
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秋の感謝祭
■日　時　10 月 15 日（土）10 時～ 14 時
■場　所　洞爺財田自然体験ハウス
■対　象　小学生以上（未就学児は保護者同伴）
■定　員　15 人まで（申込順）
■参加費　500 円
■体験・試食メニュー　いももち、ピザ、ほうとう鍋、そば（そ
ばは生めんの持ち帰り）など、
■持ち物　飲み物、エプロン、バンダナ、マスクなど
■問合せ　洞爺財田自然体験ハウス（☎ 82-5999）
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夏
、
絵
筆
を
握
っ
た
子
ど
も

　
　
た
ち
で
洞
爺
地
区
の
ア
ト
リ

エ
が
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
子

ど
も
た
ち
と
肩
を
並
べ
て
い
た
の

は
、
画
家
と
し
て
世
界
的
な
名
声

を
得
て
い
る
奈
良
美
智
さ
ん
。
両

者
を
つ
な
い
だ
今
野
さ
ん
は
「
子

ど
も
た
ち
に
人
生
を
楽
し
む
こ
と

を
教
え
た
い
で
す
」
と
笑
顔
を
見

せ
ま
し
た
。

　

今
野
さ
ん
が
、
札
幌
か
ら
洞

爺
地
区
に
引
っ
越
し
た
の
は

２
０
０
６
年
。
仕
事
に
時
間
を
奪

わ
れ
る
生
き
方
に
疑
問
を
感
じ
、

画家・奈良美智さんと子どもたちで
つくる作品展を開催

東奔西走
　　月 10 ～ 11 日の２日間、洞爺湖周辺で行われた「第 35 回
　　北海道ツーデーマーチ」。両日とも秋晴れの空のもと、参加
した約 250 人の参加者は洞爺湖や有珠山、羊蹄山など素晴らし
い景色を望みながら、心地よい汗を流していました。（M.O）
　　家の奈良美智さんが滞在した今夏の洞爺。ＳＮＳには、子ど
　　もと遊んでいる写真がよく投稿されていました。「子どものこ
とは専門外です」と話されながらも楽しげな様子ばかり。「形に残
らないものが残れば」との言葉どおり貴重な夏になりました。（D.Y）

「
好
き
な
土
地
を
決
め
て
暮
ら
そ

う
」
と
道
内
を
旅
す
る
中
で
洞
爺

に
行
き
着
き
ま
し
た
。
当
時
か
ら

大
切
に
し
て
い
る
の
は
「
楽
し
く

生
き
る
こ
と
」
と
地
域
へ
の
恩
返

し
。
パ
ン
屋
「
ラ
ム
ヤ
ー
ト
」
を

経
営
す
る
傍
ら
、
勉
強
や
部
活
で

多
忙
な
現
代
の
子
ど
も
た
ち
に
少

し
で
も
楽
し
い
思
い
出
を
つ
く
っ

て
も
ら
お
う
と
、
よ
く
遊
び
に
連

れ
出
し
て
い
ま
し
た
。

　

今
野
さ
ん
が
奈
良
さ
ん
と
出

会
っ
た
の
は
一
昨
年
。
ラ
ム
ヤ
ー

ト
で
、
奈
良
さ
ん
の
故
郷
・
青
森

の
文
化
が
題
材
の
映
画
を
上
映
し

た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
し
た
。
親

交
を
深
め
る
中
、
子
ど
も
た
ち
と

絵
を
描
い
て
も
ら
う
企
画
を
提
案

し
た
と
こ
ろ
、
奈
良
さ
ん
も
快
諾

し
て
く
れ
ま
し
た
。

34
人
が
絵
を
完
成
さ
せ
、
ど
れ

も
個
性
的
な
出
来
栄
え
。
今
野
さ

ん
も
「
い
つ
も
見
て
い
た
の
に
こ

ん
な
に
上
手
だ
と
は
知
り
ま
せ
ん

で
し
た
」と
驚
い
た
と
言
い
ま
す
。

奈
良
さ
ん
は
「
心
に
残
る
こ
と
を

大
切
に
し
た
い
」
と
話
し
、
湖
で

遊
ぶ
な
ど
一
緒
に
過
ご
す
時
間
を

毎
日
つ
く
り
、
洞
爺
っ
子
の
可
能

性
を
引
き
出
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
作
品
は
９
月
、
洞
爺
地
区
に
設

け
た
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
公
開
し
、
国

内
外
の
人
が
見
学
に
訪
れ
ま
し

た
。
合
わ
せ
て
作
っ
た
Ｔ
シ
ャ
ツ

の
売
上
金
は
、
子
ど
も
の
文
化
・

芸
術
の
た
め
に
役
立
て
ら
れ
る
予

定
で
す
。
子
ど
も
た
ち
が
故
郷
を

巣
立
つ
時
が
来
た
と
し
て
も
「
楽

し
い
思
い
出
で
パ
ン
パ
ン
に
し
て

送
り
出
し
て
あ
げ
た
い
で
す
」
と

話
す
今
野
さ
ん
。
い
つ
か
大
人
に

な
っ
た
時
、
自
分
の
人
生
を
歩
む

糧
と
し
て
こ
の
夏
を
思
い
出
し
て

く
れ
た
ら
と
願
っ
て
い
ま
す
。

９

今

ワンショット今月の

盛り上がりを見せていた盛り上がりを見せていた
にぎわいまつり 2022 ＆ビアガーデンにぎわいまつり 2022 ＆ビアガーデン

子
ど
も
た
ち
を

　
　
　
　
楽
し
い
思
い
出
で
い
っ
ぱ
い
に

画

今野　満
ま

寿
す

喜
き

さん
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049-5692
洞

爺
湖

町
栄

町
58

番
地

☎
 0142-74-3004  FAX0142-74-2121 ホームページアドレス
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w

w
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刷
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Spotlight

profi le
昭和 52 年７月 17 日生ま
れ。洞爺在住。伊達市出身。
45 歳。趣味は地域づくり。


